
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

火災のない明るい吹田市を築きましょう 
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吹田市消防本部内 

電話（06）6１９３-0１１９(代表) 

 

 
 

平成２４年（’12）10／25 

第７１号 
火事と救急は 

局番なし119番 

平成２４年度全国統一防火標語 

『消すまでは 出ない行かない 離れない』 
 

平成２４年度 吹田市地域防災総合訓練 



 

吹田市防火連合会 

６月２１日（木） 総 会（千里山 柏屋） 

１１月 ７日（水） 防災講演会・交流会 

         （東急イン） 
  

吹田市工場危険物防火協会 

 ４月１２日（木） 役員会（消防本部） 

 ５月３０日（水） 総  会（東急イン） 

 ８月３１日（金）第２回役員会（消防本部） 

 

吹田市建設業防火協会 

 ４月１１日（水） 幹事会（消防本部） 

 ５月２９日（火） 総  会（東急イン） 

 ８月２９日（水） 役員会（消防本部） 

 

吹田市公衆集合場防火協会 

 ４月１８日（水） 役員会（消防本部） 

 ６月１３日 (水） 総 会 

（サニーストンホテル） 

 ９月 ４日（火） 第２回役員会（消防本部） 

 

吹田市家庭防火クラブ連絡協議会 

 ５月１０日（木） 総  会（消防本部） 

 ７月２９日（日） 吹田まつりパレード参加

（旭通り） 

 

吹田市防火さつき会 

 ４月２４日（火） 総  会（消防本部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役  職 氏  名 事 業 所 名 等 所  属 

相 談 役 井 上哲也 吹田市長  

〃 松 中唯人 吹田市消防長  

会   長 青 木賢吉 
アサヒビール㈱ 

吹田工場 
工危・会長 

副 会 長 橋本  治 橋本建設㈱ 建設・会長 

会計監査 日向  伸 山文油化㈱吹田工場 工危・副会長 

会 員 小 林理徒 ＤＩＣ㈱ 吹田工場 工危・副会長 

〃 西 林秀幸 ㈱日本触媒 吹田工場 工危・副会長 

〃 天 野正夫 
㈱ＮＥＯＭＡＸ 

マテリアル 
工危・副会長 

〃 紙 谷和典 日本推進建設㈱ 建設・副会長 

〃 田 中敏之 栄電気㈱ 建設・副会長 

〃 中 村英夫 ㈱江坂設備工業 建設・副会長 

〃 渡邉  眞 ㈱ワタナベ 建設・副会長 

〃 市 川盛壽 豊津振興市場協同組合 公衆・会長 

〃 石 井章雄 サニーストンホテル 公衆・副会長 

〃 川 野 正善 
吹田市千里市場商店会 

協同組合 
公衆・副会長 

〃 木 村友彦 クラブ・アルドーレ 公衆・副会長 

〃 阪 本  緑 
吹田市家庭防火クラブ 

連絡協議会（上山手） 
家防・会長 

〃 笹 川順子 
吹田市家庭防火クラブ 

連絡協議会（内本町） 
家防・副会長 

  ◎吹田市防火連合会名簿◎ 

 

  

 

工危……吹田市工場危険物防火協会 

建設……吹田市建設業防火協会 

 公衆……吹田市公衆集合場防火協会 

 家防……吹田市家庭防火クラブ連絡協議会 

※敬称略 

各協会の予定 

近澤龍児 (旧)消防本部参事（市長事務部局兼任） 

    (新)指令情報室参事（広域化・デジタ 

ル無線・指令共同運用担当） 

 

金崎広和 (旧)指令情報室指令情報第２課長 

       指揮調査第２司令事務取扱 

      (新)指令情報室指令情報第２課長 

 

◆ 消防本部人事異動（課長級以上）◆ 

（平成２４年１０月１日） 

◆協 会 だ よ り◆ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆拡大三行為研修会◆ 

現在厚生労働省において救急救命士が実施可能な処置

として、下記の３つの処置 

①� 糖測定と低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与 

②� 重症喘息患者に対する吸入β刺激薬の使用 

③ 心肺機能停止前の静脈路確保と輸液の実施 

（以下『拡大三行為』という）を新たに加える実証研究

が行われています。吹田市では、平成24年 7月 9日（月）

から新たな拡大三行為の認定研修を開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不適切な訪問点検・販売が多発中ご注意ください！ 
・ 消防職員が住宅用火災警報器や消火器を販売することは 

ありません！また、消防署が業者に販売及び点検を依頼 

することもありません！！ 

・ 住宅に設置されている消火器の点検義務はありません！ 

また、住宅用火災警報器の点検は、ご自分で簡単にできます（例）紐を引く等 

・ 漏電防止器具（漏電ブレーカー）は、必ず設置しなければいけないものではありません。 
お問い合わせ／南消防署（６３１７－０１１９） 北消防署（６８７２－０７６６） 

                  西消防署（６３８４－０１５１） 東消防署（６８７６－９１１９） 

       

 

ご注意！ 

消防署のほう
．．

から
．．

依頼されて・・ 

無料で点検しますよ。 

・・・ですよ。・・・ですよ。 

◆大阪府危険物大会◆    

平成 24年 6月 8日（金）、大阪市中央区の KKR HOTEL 

OSAKA で行われた大阪府危険物安全大会で優良危険物

関係事業所として吹田市工場危険物防火協会所属の山

崎製パン株式会社大阪第一工場が表彰され、同社の浅

野公彦氏が大阪府知事感謝状の贈呈を受けました。 

また、大阪府危険物安全協会理事長から優良危険物

事業所としてアサヒビール株式会社吹田工場が表彰さ

れ、同社の宮林陽三氏が表彰状を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から松中消防長、浅野氏、宮林氏、西林副会長 

◆長野町家庭防火クラブ夜回りパトロール◆ 

 
 吹田市長野町家庭防火クラブは、平成24年7月27日（金）から定期的に地域の「防火・防犯」のために、夜回りパトロール

を始めました。木田雅弘東消防署長の出席のもと、出陣式を行い竹内多榮子会長を先頭に「火の用心 マッチ 1 本 火事の元」の

掛け声と拍子木を響かせながら地域をパトロールしました。 

研修会の様子 

 

夜回りパトロールの様子 



  

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                       

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                       

                                                      

                                                      

                                                      

   

 

地震による被害を最小限に食い止めるには、地震発生直後において迅速に初動体制を確立

し、的確な防災活動を実施することが必要です。 

吹田市では、平成 24 年 9 月 5 日（水）に吹田市地域防災計画に基づく地震災害応急対策と

しての情報収集・緊急連絡、ライフラインの復旧、初期消火、人命救助及び緊急交通路の確保

等の訓練とあわせて、風水害応急対策としての水防訓練を実施しました。 

訓練は、「平成 24 年 9 月 5 日（水）午前 8 時 00 分に上町断層を震源とするマグニチュード

6.9 の直下型地震が発生し、吹田市全域で震度 6強、一部地域では震度 7の大地震に襲われた。」

という想定で、吹田市藤白台 5 丁目の千里北公園蓮間池東部において参加機関 36 機関、参加

人員 800 名により実施されました。 

平成２４年度 吹田市地域防災総合訓練 
  

 

挫屈ビルからの救助訓練は、挫屈ビル 2 棟のうち一方の屋上に 2 名の要救助者を想定。隊員は

三連はしごで接近可能な挫屈ビル屋上に進入、救命索発射銃を使用しロープブッリジ設定後、2

名を救出する。 

 転落車両の救助訓練は、高架道路への進入道が崩壊して車 3 台が転落、車内に取り残された

要救助者を救出するもので、要救助者 21 名を想定。乗り上げた状態で不安定な車両を固定し、

歩行可能な要救助者は隊員の誘導で脱出し、潰れた車両の救助訓練については、周囲にガソリ

ンの臭気が立ち込めているため、引火危険のある器具の使用ができず、適応した救助器具で事

故車両の天井を開放、要救助者をクレーンで救出し、応急救護所に搬送するという想定で訓練

を行いました。 

 多数傷病者の応急救護訓練については、救急隊がエアーテントで応急救護所を設営、搬送さ

れた負傷者及び要救助者の応急処置を行いました。 

住民の方が防災用資機

材を活用して救助・・ 

   

クレーンで事故車両に閉じ込

められていた要救助者を救出 

21 名の要救助者のうち歩行可

能な者を誘導 

災害救助犬も活躍したワン！ 

ロープブリッジ設定！要救

助者救出始め 
接近可能な挫屈ビルの屋上に

進入、救出活動開始 

特殊救助器具で天井開放 転落車両の救出活動開始！ 

医師の診察で救命処置を行う 救急隊がエアーテントによる

応急救護所を設営 

転落車両の状況確認！ 

避難所に避難した

避難者に対して食料

を配布するこの訓練

は、吹田市青少年活

動研究会と災害専門

ボランティアまた吹

田市厨房機器事業協

同組合・江坂企業協

議会と佐竹台小学校

の 4 年生の児童によ

って行いました。 

【食料供給・給水訓練】 

可搬式小型動

力ポンプにより

消火活動を行う

とともに、大口

径ホースを使用

した遠距離送水

による消火活動

及び延焼防止活

動訓練を行いま

した。 

【消火訓練及び延焼防止訓練】 

食料供給訓練に参加した吹田 

市立佐竹台小学校の児童 
消火・延焼防止訓練を行う吹田市消防団 

【挫屈ビル及び転落車両による多数傷病者の救助・応急救護訓練】 
 

住民自らが防災用資機材を活用して倒壊家屋から負傷者を救出後、

可搬式小型動力ポンプを活用した初期消火訓練を行いました。 

 

【倒壊家屋からの初期救助訓練及び初期消火訓練】 【水防工法訓練】 
決壊の恐れのある堤防に対す

る水防工法訓練を行いました。 

初期消火訓練（藤白台地区連合

自治会） 
漏水に対する「月の輪工法」を 

行う吹田市消防本部・消防団 

 

初期救助訓練（藤白台地区連合

自治会） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所訪問 

 

大阪の設備会社に勤めていた会社が倒

産、初代が50歳の時でした。 

昭和30年2月当初吹田市大字10０

番地にて水道工事店として創業し、後、

昭和40年吹田市水道公認業者となり公

認番号は、第6号でした。 

 

昭和43年(株）金子水道工業所として設立時代は、千里ニュータウンの開発が始まり、昭和45年は

日本万国博覧会が、吹田市で開催され、当社も万博・エキスポランドと水道工事の仕事を手掛ました。 

日本万国博覧会記念協会、石坂泰三氏より感謝状、メダル授与を受け、授与式にも参加させて頂きま

した。 

 

二代目が平成15年(63歳）に他界し、三代目が引き継ぎました。今は地域の水道工事店として責任

ある施工を心がけ、今後もその誠心を持って事業発展に尽力していきたいと思います。 

 

 
最後に初代（72歳他界）が私達に人生数え歌を残してくれました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆吹 田 ま つ り◆ 

平成24年7月28日（土）、29日（日）の両日、毎年恒例の吹田まつりが開催されました。 

7 月 29 日（日）の本祭りには、パレードが実施され、吹田市消防音楽隊に続き吹田市家庭防火クラブ連絡協議会

の会員57名は、法被姿も凛々しく猛暑の中、吹田市消防音楽隊の軽やかなリズムに乗り「家庭防火はみんなの手で！」

を市民にアピールし、旭通り商店街を行進しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹田市家庭防火クラブ連絡協議会 
 

吹田市消防音楽隊 
 

◆消防フェスティバル◆ 

平成24年8月25日（土）、吹田市立山田中学校にお

いて、山田の夏まつり実行委員会が主催した「山田の

夏まつり」に東消防署が消防フェスティバルとして参

加しました。会場には多くの市民が集い、吹田市消防

音楽隊の演奏のほか消防車両展示、煙体験ハウスの各

コーナーが設けられ、行列ができるなどの賑わいを見

せました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆安全運転基本訓練◆ 

平成24年7月17日（火）から7月20日（金）までの4

日間、南吹田下水処理場において、救急隊 9 隊、救助隊 2

隊、タンク車分隊12隊、指揮支援隊2隊、調査隊2隊合計

27隊が参加し、事故防止対策の一環として、常に危険な場

面に遭遇する消防車両の運転に対し、運転技術、知識及び

車両特徴の習得、乗組員全員の意思疎通と協力体制を構築

するため昨年に引続き、「平成24 年度安全運転基本訓練」

を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

たそがれコンサートの様子 

消防車両展示、煙体験ハウスの各コーナーの様子 

 

狭隘路通過訓練の様子 



 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【初期消火協力】 

  平成24年5月25日（金）に吹田市豊津町の民家

で発生した火災において、浅田貴之氏は経営してい

る店舗の客からの知らせを受け、付近の水道ホース

を延ばして迅速な初期消火活動を実施したことで

火災の延焼拡大を阻止し、被害を最小限に止めた  

功績。 
   

◆大阪府消防協会三島地区支部総合訓練◆ 

 
 

◆第 41回消防救助技術近畿地区指導会◆ 

平成24年７月14日（土）、東大阪市三島の大阪市消防学校で第41回消防救助技術近畿地区指導会が開催されました。

この指導会は、救助隊員が日頃の訓練成果を披露し、救助技術の向上を図り、消防救助活動を通じて住民の負託に応える

ことを目的に開催されるものです。 

吹田市からは、ロープブリッジ救出訓練に２チーム、障害突破訓練に２チームが出場し、ロープブリッジ救出Ａチーム

（1番員：國澤、2番員：佐々木、3番員：藤田の各消防士長、要救助者：小西消防士）が所要時間45.47秒で48チーム中

2位に入賞し、平成24年8月7日（火）に東京都江東区豊洲6丁目ゆりかもめ新豊洲駅前特設会場で開催された第41回全

国消防救助技術大会に出場しました。 

 

平成24年8月19日（日）、高槻市桃園町で開催された

（財）大阪府消防協会三島地区支部総合訓練において吹

田市消防団203 名の代表として第3 小隊が「各個訓練」

の部に出場しました。 

第3小隊は、岸部分団・山田分団・千里丘分団の67名

で構成され、消防ポンプ自動車及び小型動力ポンプを有

し、吹田市東部地域と北部地域を管轄しています。 

この日は、5月から市内3か所の訓練会場で28回に及

ぶ訓練を実施した成果を発揮し、一糸乱れぬ動きを披露

しました。 
小隊訓練を披露する吹田市消防団第３小隊 

◆ＡＥＤ設置推進事業◆ 

 
 

吹田市防火連合会では、平成23年度から各防火協会

の会員事業所を対象にＡＥＤの設置推進事業を始めま

した。今年度も昨年に引続きＡＥＤを購入される事業

所に対して、補助金を交付しています。 

平成24年度のＡＥＤ設置事業所として申請第１号の

㈱ビケンテクノ様に平成24年9月25日（火）、『まち

かどＡＥＤステーション』の看板を渡しました。 

ロープブリッジ救出訓練 障害突破訓練 

㈱ビケンテクノの清水氏（左側）、田口氏（右側） 

◆ 市 民 表 彰 ◆ 

◆◆ 

 
 

表彰を受けられた浅田氏（右から2番目） 
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